
信
用
ス
コ
ア
活
用
の
可
能
性

Ａ
Ｉ
が
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
か
ら
個
人
の
社
会
的

信
用
力
を
予
測
・
数
値
化
す
る
信
用
ス
コ
ア
リ
ン
グ
。

日
本
で
も
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
み
ず
ほ
銀
行
が
共
同

設
立
し
たJ.Score

、Yahoo!

ス
コ
ア
、LIN

E
Score

な
ど
が
同
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
一
般
化
す
る
兆
し

を
見
せ
て
い
る
。
信
用
ス
コ
ア
は
、
個
人
向
け
融
資

の
審
査
等
に
役
立
て
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
連
携
先

に
よ
る
広
告
配
信
の
最
適
化
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、
高
ス

コ
ア
保
持
者
へ
の
優
遇
特
典
の
提
供
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
と
い
う
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
の
予
測
精
度
が
向
上
し
、

ス
コ
ア
に
対
す
る
信
頼
が
高
ま
れ
ば
、「
ス
コ
ア
先

進
国
」
中
国
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
領
域
で

利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
信
用
ス
コ
ア
。
も
ち
ろ
ん
メ
リ
ッ
ト

も
大
だ
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、「
す
べ
て

の
デ
ー
タ
は
信
用
デ
ー
タ
と
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
信
用
力
の
算
出
に
使
え
る
情
報
は
増
え
た
。

そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、
個
人
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
記

録
を
算
出
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
信
用
情

報
を
持
た
な
い
若
者
や
少
数
派
へ
の
融
資
を
可
能
に

す
る
な
ど
、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」
を
実
現
さ
せ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
・
ポ
イ

ン
ト
の
拡
充
・
多
様
化
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
な
信

用
力
の
予
測
が
可
能
と
な
る
う
え
、
こ
う
し
て
測
ら

れ
た
信
用
力
に
見
合
う
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
を
享
受
で

き
る
こ
と
で
、
個
人
の
努
力
を
正
し
く
反
映
し
た
公

正
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

さ
ら
に
、
信
用
ス
コ
ア
が
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
上
の
正
確
な
信
頼
指
標
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り

安
全
な
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
が
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
問
題
〜
ス
コ
ア
リ
ン
グ

プ
ロ
セ
ス
の
閉
鎖
性
に
よ
る
課
題

他
方
で
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
課
題
も
多
い
。

例
え
ば
、
ス
コ
ア
の
算
出
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
使

わ
れ
た
の
か
、
ど
の
情
報
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
比
重
が

か
け
ら
れ
た
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
問
題
」
で
あ
る（L

IN
E
Score

の
ユ
ー
ザ
ー
向
け
Ｈ
Ｐ
で
は
、「『L

IN
E

』
関
連
サ

ー
ビ
ス
上
の
利
用
傾
向
」
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
前
に
な

さ
れ
る
質
問
へ
の
回
答
デ
ー
タ
が
算
出
に
利
用
さ
れ

る
と
い
う
。
通
信
の
秘
密
に
該
当
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

内
容
等
は
利
用
し
な
い
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
具

体
的
記
述
は
な
い
）。

も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
算
出
用
デ

ー
タ
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
常
に
変
化
し
得
る
こ
と
、

理
解
可
能
な
か
た
ち
で
完
全
に
透
明
化
す
る
と
、
ユ

ー
ザ
ー
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
行
動
を
調
整
す
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
予
測
精
度
が
落
ち
る
こ
と
、
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
は
知
的
財
産
と
し
て
保
護
さ
れ
得
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
具
体
的
な
開
示
に
は
限
界
が
あ
る
。
し
か

し
、
閉
鎖
的
な
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
さ

ら
に
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
生
む
。

第
１
に
、
本
人
の
Ｉ
Ｄ
を
使
っ
た
行
動
が
す
べ
て

本
人
の
行
動
で
あ
る
保
証
は
な
い
た
め
、他
人
の
行
動

記
録
が
本
人
の
ス
コ
ア
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
検
証
機
会
が
確
保
さ
れ
な
い
。

第
２
に
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
ス
コ
ア
に
影
響
を

与
え
る
か
が
不
透
明
だ
と
、
不
安
か
ら
特
定
の
行
動

を
差
し
控
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
一
般
的
な
道

信
用
ス
コ
ア
の
課
題
と
今
後

山
本
龍
彦

や
ま
も
と

た
つ
ひ
こ
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徳
規
範
や
事
業
者
が
推
奨
す
る
行
動
に
自
ら
を
適
合

さ
せ
る
べ
き
と
の
同
調
圧
力
が
生
じ
、
行
動
の
自
由

や
社
会
の
多
様
性
・
活
力
が
失
わ
れ
得
る
。

第
３
に
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
き
た
社
会
の
差
別

構
造
が
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
設
計
す
る
際
の
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
の
偏
り
や
、
性
別
等
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
属
性

の
使
用
を
通
じ
て
ス
コ
ア
に
反
映
し
、
差
別
構
造
が

固
定
化
な
い
し
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
属
性
そ
の
も
の
を
使
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
情
報（
代
理
変
数
）が
使
わ

れ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
差
別
的
な
影
響（dispa-

rate
im
pact

）が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

第
４
に
、
ス
コ
ア
の
利
用
範
囲
が
拡
大
す
る
と
、

低
ス
コ
ア
保
持
者
が
社
会
の
至
る
所
で
冷
遇
さ
れ
る

う
え
、
ス
コ
ア
の
算
定
基
準
が
不
透
明
な
た
め
に
ス

コ
ア
ア
ッ
プ
の
方
法
も
わ
か
ら
ず
、
そ
の
「
身
分
」

が
社
会
の
下
層
で
固
定
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。
ス
コ
ア
に
応
じ
た
新
た
な
身
分
制
が
生
ま
れ
、

最
下
層
の
者
が
仮
想
上
身
を
寄
せ
合
う
バ
ー
チ
ャ

ル
・
ス
ラ
ム
が
形
成
さ
れ
得
る
と
い
う
わ
け
だ
。

具
体
的
な
ル
ー
ル
策
定
が
急
が
れ
る
日
本

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
信
用
ス
コ
ア
に
は
法
的
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
も
少
な
く
な

い
。
世
界
的
に
、
す
で
に
こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る

法
的
規
律
が
用
意
さ
れ
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｅ

Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）は
、
Ａ
Ｉ

の
予
測
評
価
の
み
で
重
要
な
決
定
を
行
う
こ
と
を
禁

止
し
て
い
る（
完
全
自
動
意
思
決
定
の
原
則
禁
止
）。

本
人
の
明
示
的
同
意
な
ど
に
よ
り
例
外
も
許
容
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
図
表
１
に
あ
る
よ
う
な

権
利
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

予
測
精
度
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
で
も
、
公
正
さ

と
透
明
性
を
確
保
し
、
ス
コ
ア
に
対
す
る
本
人
関
与

を
認
め
る
べ
き
と
の
Ｅ
Ｕ
の
価
値
判
断
が
あ
る
。

米
国
で
も
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ａ（
信
用
機
会
均
等
法
）が
与

信
判
断
に
お
け
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
う
え
、
近

年
で
は
、
信
用
報
告
の
利
用
に
際
し
て
適
正
手
続
き

を
求
め
る
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ（
公
正
信
用
報
告
法
）の
射
程
を

拡
大
す
べ
き
と
の
議
論
も
見
ら
れ
る
。

図
表
２
の
よ
う
に
、
日
本
で
も
、
今
年
３
月
に
公

表
さ
れ
た
内
閣
府
の
「
人
間
中
心
の
Ａ
Ｉ
社
会
原

則
」
が
、
信
用
ス
コ
ア
と
も
関
係
す
る

諸
原
則
を
打
ち
出
し
、
総
務
省
が
情
報

銀
行
に
お
け
る
信
用
ス
コ
ア
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
ル
ー
ル
化
は
そ
こ
に
と
ど

ま
る
。「
原
則
」
や
「
考
え
方
」
は
立

派
だ
が
、
信
用
ス
コ
ア
を
具
体
的
に
規

律
す
る
ル
ー
ル
が
な
い
と
な
れ
ば
、
デ

ー
タ
連
携
を
深
め
る
Ｅ
Ｕ
や
米
国
か
ら

の
信
頼
も
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
何
よ

り
、「
リ
ク
ナ
ビ
問
題
」
が
そ
の
危
険

性
を
示
唆
し
た
よ
う
に
、
ス
コ
ア
と
い

う
デ
ジ
タ
ル
上
の
虚
像
が
一
人
歩
き
し
、

個
人
の
人
生
の
機
会
が
不
当
に
奪
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
他
国
の
法

制
度
を
参
照
し
な
が
ら
、「
原
則
」
や

「
考
え
方
」
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
ル

ー
ル
の
策
定
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

E U
General Data Protection Regulation, GDPR

�人間が介在せずに最終的な決定を自動処理のみにより行われない権利
（完全自動意思決定の原則禁止）
※AIが自動算出したスコアのみで融資を拒否することは原則許されない

�例外的に許容される場合でも、�人間の介在を得る権利、�自らの見解
を表明する権利、�AI等の自動処理のみによる決定を争う権利を保障す
る必要がある。

�事業者は完全自動意思決定の存在、当該決定のロジックについて有意義
な情報（算出用データの源泉や重み付け）等を告知しなければならない。

米 国
Equal Credit Opportunity Act, ECOA

�与信判断に際して、人種・宗教・出身国・性別・妊娠状況・年齢等に基
づき差別することを禁止。これらの属性に基づく「異なる取り扱い（dis-
parate treatment）」を禁止。

�一見中立的だが、結果的に少数派に「過度に不利な影響（disproportion-
ate adverse effect）」を与える実践も原則禁止。

図表１ EU、米国における信用スコアへの法的対応

人間中心のAI社会原則（内閣府、２０１９年３月）

�プライバシー確保の原則
（第３原則：AIを利用したプロファイリングについて、単なる個人情報
を扱う以上の慎重さが求められる場合がある）

�公平性、説明責任及び透明性の原則
（第６原則：不当な差別が生じないよう、公平性及び透明性のある意思
決定とその結果に対する説明責任が適切に確保されると共に、技術に対
する信頼性が担保される必要がある）

※年内に公表が予定される「AI利活用ガイドライン」（総務省）も、尊
厳・自律の原則や公平性の原則のなかで、AIを利用したプロファイリ
ングを行う場合における不利益への配慮や、人間の判断の介在につい
て検討を求めている

情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会 とりまとめ（案）
（総務省・経済産業省、２０１９年８月）

�情報銀行において「信用スコア」を取り扱う場合の留意点を記載
�（例）情報銀行は、個人情報が信用スコアの算定に利用されること及びそ
れによるリスクについて明示的に説明する。

�（例）算定につき、遺伝情報や差別に繋がる過去の情報を用いない。スコ
アに用いたデータ及びスコアの算出方法についてアカウンタビリティを
もつ。人間の関与について検討する。

※信用スコアの取り扱いに関連する規律として、現状でも、「金融分野にお
ける個人情報保護に関するガイドライン」があるが、ビッグデータやAIを
用いたスコアリングや与信判断を前提にしたものではなく、見直しが必要

図表２ 信用スコアの取り扱いに関する日本の原則・考え方

個人データの活用推進に向けて
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